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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
 本研究は，SL理論（Situational Leadership Theory）の視座を援用して運動部活動
における指導者の効果的なリーダーシップについて検討している．SL理論は，1977年
に P. HerseyとK. H. Blanchardによって提唱されたフォロワーのレディネスに応じた
リーダーシップ行動が適切であるという理論である．運動部活動は、重要な存在である
指導者（杉山，2008；角谷・無藤，2001）の指導の下，生徒への様々な意義や効果を
もたらすとされている（文部科学省，2013）。しかし、指導者には暴力やハラスメント
（熊安，2014；国際オリンピック委員会，2007）、時間や指導力の不足（文部科学省，
1996；日本体育協会，2014）、多様性への対応（仲澤，2011）などの問題が指摘されて
いる。そこで、あらゆる分野で注目されているリーダーシップ理論の一つである状況適
応型アプローチの一つである SL 理論（Situational Leadership 理論）は、1977 年に
P. Herseyと K. H. Blanchardによって提唱されたフォロワーのレディネスに応じたリ
ーダーシップ行動が適切であるという理論である。レディネスとは特定の課題に対する
「意欲」と「能力」の程度であり、それぞれの高低から 4つのレディネスレベルに分類
される。SL 理論では、レディネスレベルの向上に伴って、フォロワーの自主性などの
成長を念頭に置いている。その点が運動部活動の意義と合致していることから、SL 理
論の視座を援用したリーダーシップについて検討する。すなわち，指導者が影響を与え
るべきであると考えられる「選手に認知されたコーチング効果（Perceived Coaching 
Effectiveness：PCE）」（Kavussanu et al.，2008）の 4つの側面（モチベーション PCE，
戦術 PCE，テクニック PCE，人間形成 PCE）に対し，選手のレディネスに応じた効果
的なリーダーシップ行動を明らかにすることを目的とした。本論文は全 5章から構成さ
れる。 
第１章は序論であり、運動部活動の意義とその指導者の重要性や問題点についてまと
め、運動部活動における指導者のリーダーシップの重要性を示した。また、リーダーシ
ップ研究の概観をした後、運動部活動と SL理論の関連を示し、指導者が影響を与える
べき側面について検討した．また，本研究では、SL 理論におけるレディネスの課題を
「サッカーの運動部活動」とすることを述べた。 
第２章では、選手の特徴（チーム内の地位、学年、所属リーグ）に応じて効果的なリ
ーダーシップ行動が異なるかを検討した。そのため、「選手に認知されたコーチング効
果」を評価する指標の信頼性および妥当性を確認し、スポーツ場面におけるリーダーシ
ップ行動を評価する指標（スポーツ版 PM評定尺度）を作成した。「選手に認知された
コーチング効果」の各側面とリーダーシップ行動との関連を検討した結果、いかなる選
手の特徴においても指示的行動と協労的行動を実施するリーダーシップが効果的であ
ることがわかった。すなわち、選手の特徴では状況適応的なリーダーシップ行動とはな
らなかった。 
第３章では、SL 理論におけるレディネスを評価する指標について検討した。「意欲」
の指標は「運動部活動に対する生徒の内発的動機づけ」（松井，2014）を使用し、「能
力」の指標は「サッカー能力測定尺度」を新たに作成した。大学のサッカー運動部活動
生を対象として，これらの評価指標からレディネスを分類し、スポーツ場面におけるレ
ディネスについて確認した。 
第４章では、「選手に認知されたコーチング効果」の各側面に対して、レディネスに
応じて効果的なリーダーシップが異なるかを検討した。中学から大学のサッカー運動部
活動生を対象として，第３章と同様の手続きによってレディネスを分類し、レディネス
レベルごとにリーダーシップ行動を説明変数、「選手に認知されたコーチング効果」の
各側面を従属変数として、ステップワイズ法による重回帰分析を行った。その結果、戦
略 PCE やテクニック PCE では、ほとんどのレディネスレベルにおいて指示的なリー
ダーシップ行動が影響し、モチベーション PCE や人間形成 PCE では、レディネスレ
ベルの向上に伴って、指示的なリーダーシップ行動から協労的なリーダーシップ行動へ
と影響するリーダーシップ行動が変容していた。すなわち、戦略やテクニックという競
技力に関わる側面には指示的なリーダーシップ行動が効果的であり、モチベーションや
人間形成という汎用性のある側面には選手のレディネスに応じたリーダーシップ行動
が効果的であることが明らかとなった。 
第５章は総括であり、本研究で得られた結果（コーチング効果の評価指標の確認、ス
ポーツ版 PM評定尺度の作成、サッカー能力測定尺度の作成、レディネスの評価と分類、
レディネスレベルに応じたコーチング効果とリーダーシップ行動との関連）について整
理し、総合的な考察、本研究からの示唆と今後の課題について述べた。 
 
 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文に関して、論文審査委員及び公聴会出席者より、PM 理論と SL 理論の違い、
Sl 理論におけるリーダーシップ行動の名称、研究のオリジナリティ、選手に認知され
たコーチング効果が作成された背景、天井効果及びフロア効果の検討方法、レディネス
分類の検討方法などについて質問がなされたが、いずれも著者から明確な回答があり、
質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した。 
